
「
防
災（
復
興
）対
策
の
推
進
に
つ
い
て
の
提
言
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
提
出
さ
れ
ま
し
た

　
出
雲
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会（
小
汀
泰
之
会
長
・
竹
下
和
子

副
会
長
）で
は
、平
成
２５
年
度
の
取

組
と
し
て
、過
去
の
災
害
に
よ
る

教
訓
を
活
か
し
、出
雲
市
に
お
け

る
地
域
へ
の
啓
発
と
し
て
、男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
の
提
言
書
を
作
成
し
、

市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
言
書
で
は
、「
男
女
が
共
同

し
て
防
災
に
対
応
で
き
る
強
い

地
域
に
な
る
た
め
に
平
常
時
か

ら
の
意
識
啓
発
が
大
切
」と
し
、

「
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
の
意

識
を
高
め
る
た
め
に
は
、地
域
自

ら
が
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、そ
の
活
動
の
積
み

重
ね
が
地
域
の
力
を
強
め
て
い

く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。」と

結
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
提
言
を
受
け
、市
で
は
、各

地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
盛
り
込
ん
だ
具
体
的
な
取
組
を

実
施
し
、男
女
共
同
参
画
意
識
を

さ
ら
に
高
め
て
い
く
取
組
を
一
層

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
は
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、『
土
砂
災
害
警
戒

区
域（
通
称
：
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）』の
指
定
を
進
め
て
い

ま
す
。『
土
砂
災
害
警
戒
区
域
』と
は
、「
急
傾
斜
地
の
崩

壊
」「
土
石
流
」「
地
す
べ
り
」
が
発
生
し
た
場
合
に
住
民

に
危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
で
、
市
内
に
は
、

す
で
に
「
急
傾
斜
地
1
，
7
3
8
箇
所
」「
土
石
流
1
，

1
3
1
箇
所
」を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
は
、
新
た
に
市
内
1
8
0
箇
所
（
左
表
）

の
「
地
す
べ
り
危
険
区
域
」
を
指
定
し
ま
し
た
。詳
し
い

区
域
は
、
防
災
安
全
課
や
各
支
所
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
及
び
そ
の
周
辺
に
お
住
い
の

皆
さ
ん
は
、長
雨
や
大
雨
時
、地
震
発
生
後
等
に
は
十
分

注
意
し
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
前
の
前
兆
現
象
に
気

付
い
た
ら
、早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
地
す
べ
り
危
険
区
域
）

佐田町御幡地内（平成24年8月6日発生）

ファーストレスポンダーの模擬をする奥田儀地区の
住民の皆さんと消防職員（奥田儀地区生活改善センター前）

消防長から、地区を代表して認定証を受け取
る奥田儀地区錦織自治会長

≪地すべり≫
粘土などの地中の滑りやす
い層に雨水が入り込み、地面
がズルズルと動き出す現象。

こんなところが
危険 ！

こんな前ぶれに
注意 ！

●地面に段差や
きれつがある
ところ
●樹木や電柱が
傾いていると
ころ

●水面や井戸の水が
濁る

●斜面から水が噴き
出す

●家やよう壁に亀裂
が入る

●家やよう壁、樹木
や電柱が傾く

新たに指定された地すべり危険区域数
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出雲市男女共同参画の
まちづくりにむけて

男女共同参画のまちづくりにむけ、男女共
同参画センターを中心に各種講座をはじ
め、地域への出前講座を行っています。
お気軽におたずねください。

男女共同参画についてのおたずねは・・・
市民活動支援課　☎ 　21-6952

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の

～提言書の内容～

提言Ⅰ 地域における男女共同参画意識づくりの推進
　災害時に、男女が共同して防災に対応できる強い地域となるために、平
常時からすべての世代に対し、家庭・地域・学校・職場で男女共同参画の
意識啓発を行い、男女がともに認め合い支えあう地域づくりを進める。
◆地域の拠点であるコミュニティセンターを中心とした講座の充実
◆被災地で起きているDV（ドメスティックバイオレンス）等の被害事例を
踏まえた学習機会の提供　など

提言Ⅱ 男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の確立
　防災（復興）のすべての過程、会議、組織等で、女性の参画を拡大し、女
性の意見を反映させる。
◆防災会議等における女性委員の割合を高める　など

提言Ⅲ 地域における男女共同参画の視点での避難所運営及び
復興の取組
　各地域での防災計画・避難所運営マニュアル等に男女共同参画の視点
を盛り込み、災害対応時に地域で支えあう仕組みをつくる。
◆各地区災害対策本部等での男女共同参画の視点を盛り込んだ計画等
の作成　など 〜

地
域
に
お
け
る
取
組
〜

出
雲
市
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

「
お
も
い
や
り
防
災
部
会
」に
よ
る

避
難
所
運
営
模
擬
体
験

詳しくは、
出雲県土整備事務所
　　　　　（☎30-5615）または
防災安全課（☎21-6606）
におたずねください。

　
消
防
本
部
で
は
、
突
然
の
心
肺
停
止
患
者
に

対
す
る
救
命
率
向
上
を
目
的
に
応
急
手
当
の

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、消
防
署

か
ら
遠
隔
地
で
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
※
）
が
設
置
さ
れ

て
い
る
地
域
は
少
な
く
、ま
た
、施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
て
も
施
設
外
で
使
用
さ
れ

る
体
制
は
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
市
の
救
命
率
の
向
上
を
目
指
し

た
取
組
と
し
て
、
平
成
２３
、
２４
年
度
に
救
急
要

請
か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
２０

分
以
上
を
要
す
る
遠
隔
地
域
８
地
区
を
選
定

し
、
こ
の
遠
隔
地
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備
す
る
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
５
月
２５
日
、
そ
の
８
地
区
の
う
ち
、
地
区
内

の
賛
同
・
協
力
が
得
ら
れ
た
多
伎
地
域
の
奥

田
儀
地
区
で
、
救
急
初
期
対
応
者
（
フ
ァ
ー
ス

ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
）
体
制
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、そ
の
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
は
、
消
防
本
部

か
ら
個
人
の

携
帯
電
話
に

送
ら
れ
て
く

る
電
子
メ
ー

ル
や
自
己
確

認
で
、
救
急

現
場
に
駆
け

つ
け
応
急
手

当
を
行
う
人

で
す
。ま
た
、

傷
病
者
に
対

し
て
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
確
実
な
応
急

手
当
や
救
急
活
動
の
補
助
な
ど
を
行
え
る
者

が
出
向
し
、
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
救
急

対
応
を
行
う
体
制
を
い
い
ま
す
。フ
ァ
ー
ス
ト

レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
体
制
の
実
施
は
、
欧
米
各
国
で

は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、国
内
で
は
、石

川
県
加
賀
市
に
続
い
て
２
番
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
奥
田
儀
地
区
の
約
７０
世
帯
１
６
０
人

の
う
ち
か
ら
、
２５
人
が
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン

ダ
ー
に
登
録
さ
れ
、
こ
の
日
は
、
登
録
者
を
対

象
と
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
発
足
式
で
は
、
登
録
者
を
代
表
し

て
、
奥
田
儀
地
区
の
錦
織
自
治
会
長
が
、
消
防

長
か
ら
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。錦
織
会

長
は
、「
今
後
、
当
地
区
で
は
高
齢
化
が
ま
す
ま

す
進
み
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
の
活
動

を
通
じ
、
地
区
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
安

全
安
心
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）は
、
心
室
細
動
の
際
に
機
器
が
自

動
的
に
解
析
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
電
気
的
な
シ
ョ
ッ
ク（
除
細
動
）を

与
え
、心
臓
の
働
き
を
戻
す
こ
と
を
試
み
る
医
療
機
器

お
た
ず
ね
／
警
防
課
（
☎
㉑
６
９
２
３
）
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出雲市男女共同参画の
まちづくりにむけて

男女共同参画のまちづくりにむけ、男女共
同参画センターを中心に各種講座をはじ
め、地域への出前講座を行っています。
お気軽におたずねください。

男女共同参画についてのおたずねは・・・
市民活動支援課　☎ 　21-6952

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の

～提言書の内容～

提言Ⅰ 地域における男女共同参画意識づくりの推進
　災害時に、男女が共同して防災に対応できる強い地域となるために、平
常時からすべての世代に対し、家庭・地域・学校・職場で男女共同参画の
意識啓発を行い、男女がともに認め合い支えあう地域づくりを進める。
◆地域の拠点であるコミュニティセンターを中心とした講座の充実
◆被災地で起きているDV（ドメスティックバイオレンス）等の被害事例を
踏まえた学習機会の提供　など

提言Ⅱ 男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の確立
　防災（復興）のすべての過程、会議、組織等で、女性の参画を拡大し、女
性の意見を反映させる。
◆防災会議等における女性委員の割合を高める　など

提言Ⅲ 地域における男女共同参画の視点での避難所運営及び
復興の取組
　各地域での防災計画・避難所運営マニュアル等に男女共同参画の視点
を盛り込み、災害対応時に地域で支えあう仕組みをつくる。
◆各地区災害対策本部等での男女共同参画の視点を盛り込んだ計画等
の作成　など 〜
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出雲県土整備事務所
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※
）
が
設
置
さ
れ

て
い
る
地
域
は
少
な
く
、ま
た
、施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
て
も
施
設
外
で
使
用
さ
れ

る
体
制
は
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
市
の
救
命
率
の
向
上
を
目
指
し

た
取
組
と
し
て
、
平
成
２３
、
２４
年
度
に
救
急
要

請
か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
２０

分
以
上
を
要
す
る
遠
隔
地
域
８
地
区
を
選
定

し
、
こ
の
遠
隔
地
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備
す
る
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
５
月
２５
日
、
そ
の
８
地
区
の
う
ち
、
地
区
内

の
賛
同
・
協
力
が
得
ら
れ
た
多
伎
地
域
の
奥

田
儀
地
区
で
、
救
急
初
期
対
応
者
（
フ
ァ
ー
ス

ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
）
体
制
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、そ
の
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
は
、
消
防
本
部

か
ら
個
人
の

携
帯
電
話
に

送
ら
れ
て
く

る
電
子
メ
ー

ル
や
自
己
確

認
で
、
救
急

現
場
に
駆
け

つ
け
応
急
手

当
を
行
う
人

で
す
。ま
た
、

傷
病
者
に
対

し
て
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
確
実
な
応
急

手
当
や
救
急
活
動
の
補
助
な
ど
を
行
え
る
者

が
出
向
し
、
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
救
急

対
応
を
行
う
体
制
を
い
い
ま
す
。フ
ァ
ー
ス
ト

レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
体
制
の
実
施
は
、
欧
米
各
国
で

は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、国
内
で
は
、石

川
県
加
賀
市
に
続
い
て
２
番
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
奥
田
儀
地
区
の
約
７０
世
帯
１
６
０
人

の
う
ち
か
ら
、
２５
人
が
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン

ダ
ー
に
登
録
さ
れ
、
こ
の
日
は
、
登
録
者
を
対

象
と
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
発
足
式
で
は
、
登
録
者
を
代
表
し

て
、
奥
田
儀
地
区
の
錦
織
自
治
会
長
が
、
消
防

長
か
ら
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。錦
織
会

長
は
、「
今
後
、
当
地
区
で
は
高
齢
化
が
ま
す
ま

す
進
み
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
の
活
動

を
通
じ
、
地
区
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
安

全
安
心
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）は
、
心
室
細
動
の
際
に
機
器
が
自

動
的
に
解
析
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
電
気
的
な
シ
ョ
ッ
ク（
除
細
動
）を

与
え
、心
臓
の
働
き
を
戻
す
こ
と
を
試
み
る
医
療
機
器

お
た
ず
ね
／
警
防
課
（
☎
㉑
６
９
２
３
）

ファーストレスポンダーの模擬をする奥田儀地区の

し
て
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
確
実
な
応
急

手
当
や
救
急
活
動
の
補
助
な
ど
を
行
え
る
者

が
出
向
し
、
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
救
急

対
応
を
行
う
体
制
を
い
い
ま
す
。フ
ァ
ー
ス
ト

出雲地域

平田地域

佐田地域

多伎地域

湖陵地域

大社地域

斐川地域

３２

６２

40

17

6

17

6
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地すべり危険区域（箇所）

土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
体
制
発
足

地
す
べ
り
危
険
区
域

多
伎
地
域
奥
田
儀
地
区

地域名


